
新型コロナウィルス(COVID-19)の感染拡散は社会や経済に大きな影響を与えています。 

本講演会が新しい生活、働き方、ビジネスの在り様を考える機会になれば幸いです。 

 

●お申込み先 AREC･Fii プラザ事務所宛て 

 TEL/0268-21-4377 FAX/0268-21-4382 E-mail/mousikomi@arecplaza.jp 

ＷＥＢ配信(zoom 使用)で開催予定です。スマホから視聴の方はアプリのダウンロードをお願い

します。お申込いただいたアドレスに当日の zoom 招待 URL を送ります。 

■日 時 ： 令和 2 年 10 月 14 日（水）14:00～17:10 

■会 場 ： 信州大学繊維学部内 AREC（上田市産学官連携支援施設）4 階 

■プログラム 

●講演 1  14:00～15:00 

【講師】 MS&AD インターリスク総研株式会社  

リスクマネジメント第三部 フェロー 

     産学官公民金連携・特命共創プロデューサー 原口 真 氏 

【演題】  Ｗｉｔｈ／Ｐｏｓｔコロナ時代のＳＤＧｓ経営を考える 

【概要】 COVID-19による不要不急の社会経済活動停止があぶりだしたさまざまな社会課題。 

一方で、こうした社会課題を解決する経営への変革が加速し、注目されていきます。 

●講演 2  15:00～16:00 

【講師】 斎藤木材工業株式会社 代表取締役社長 齋藤 健 氏 

【演題】 技術でつなぐ木のみらい 

【概要】 弊社は文久 2年（1862 年）の創業以来、長和町にて木材を使った商品の製造を手掛け

てきました。弊社の歴史から、木材加工の歴史と現状をご紹介します。また、弊社は長野

県 SDGs 推進企業であり、SDGs への取組みについてもご紹介します。 

― 休憩 16:00～16:10 ― 

●講演 3  16:10～17:10 

【講師】 信州大学繊維学部 教授 副学部長 研究企画室長・就職支援室長 

     工学博士 村上 泰 氏 

【演題】 課題を解決するためのヒューマンスキルとコンセプチャルスキルをどう伸ばすか？ 

【概要】 リーダーに必要なスキルとして、テクニカルスキル、ヒューマンスキル、コンセプチャル

スキルの３つがある。日本の教育はテクニカルスキルに偏っており、これから直面する

様々な課題を解決するために、ヒューマンスキルとコンセプチャルスキルをどのように

伸ばしていくとよいかについてお話します。 

 AREC･Fii プラザ 

第 227 回リレー講演会 （経営） 

第 227回リレー講演会（経営）（2020.10.14） 参加申込書 

企業名  

電話番号  FAX番号  

参加者名   

所属・役職   

e-mail   

※ご記入の個人情報は連絡用名簿としてのみ使用し、他の用途には一切利用致しません。 

 


